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1. 目的 
球状トカマクQUESTでは，真空容器内部に高

温壁実験用として加熱冷却パネル及び第一壁

ライナが取り付けられている。現状はヒーター

のON/OFFで200℃に制御しているが，実際には

プラズマ放電時の入熱の影響があるためヒー

ター出力調整や水冷による冷却効果を組み合

わせたパネル温度の制御が必要となる。壁温を

200℃から50℃下げるだけでも粒子制御の効果

は大きい。本試験ではパネル温度200℃からの

空冷・水冷実験の結果をもとに, 150℃で温度

制御を行う場合の検討を行う。 
 

2. 方法 
真空チャンバー内に加熱冷却パネル及び第

一壁ライナを平置きし（図1），表面温度計測用

として熱電対を20点取り付けた。パネルには加

熱用ヒーターと冷却用の配管（H及びL配管）が

溶接されており，2段冷却構造になっている。

冷却用配管はVCR付きのフレキシブルチュー

ブに接続し，フランジを経由して真空チャンバ

ー外に設置した配管へ繋がっている。空冷時に

はチャンバー外から乾燥空気をエアコンプレ

ッサーで配管内に送り込み，パネル内を循環さ

せ，チャンバー外に放出した。水冷時にはチラ

ーを35℃に設定し，配管内に純水を流して循環

冷却した。チャンバー外の配管にはバルブを8
カ所取り付け，空冷と水冷でラインの切り替え

が行えるようにした。また，水冷後には乾燥空

気を配管に流して水抜きを行い，加熱の際に配

管に水が残らないよう配慮した。各種計測デー

タはLab Viewで取得した。 
 
3. 結果 
パネル温度200℃でヒーター出力OFFとし，そ

の後自然降温させた場合と冷却用配管に圧縮

空気・純水を流した場合の試験結果を図2に示

す。150℃に温度を下げるには最短で12分程度

の水冷（H及びL配管に通水）が必要であること

がわかった。ポスター発表では，パネルの加熱

冷却に伴う熱量及び熱抵抗の計算をもとに温

度制御の検討結果を発表する。 
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図 2. パネル温度 200℃からの空冷・水冷

実験結果 図 1. 加熱冷却パネルの冷却用配管接続 

H 配管 

L 配管 


